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水田裏作麦の機械化作業体系について
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1ま え が き

農村における労働力の減少により,水日の裏作利用は

激減しているが,水口での裏作麦の導入は,米 +α 経営
としての自給飼料生産の場として重要な意義を持ってい

るので,省力的な水日裏作機械化栽培体系の確立が急務

と思われる。このような見地から,積雪地方での中型 ト

作業体系

ラクターを基幹とした水田裏作麦の機械化栽培を行な

い,従来 (昭和40年度)の体系を改善して効率的な作業

法を組立てたもので,その結果について報告する。

2試 験 方 法

下記作業体系(模式図)を改善するため,作業順序の入

替え,および手労力部門の機械化を試みたものである。

2 試験条件
に, 供試品種 :会津 4号

2)播種様式 :広巾全層播
BI襲巾:  5π

3 供試機械
{1)ト ラクター :ホ イル トラクター (20P S)

歩行型 トラクター (45P S)

●1 作業機 :ロ ータリー,溝掘機,施肥播種機,ラ

イムンアー,自脱カッター,循環式乾

燥機, トレーラー,歩行型バイングー

3 試験結果および考察

第 1表は,水田裏作麦の作業効率を示 したものであ

る。本試験においては裏作利用により,表作水稲の収量

低減を防ぐための水稲脱穀 (自 脱カッター移動型)をほ

場で行ない有機物の全量還元をねらった。そのため生わ

ら散布のみの作業 (堆肥運搬省力)と なり, 1カ″当り,

188時間の省力が見られた。土壌改良資材散布では,従

来の石灰単一施用ではなく,熔燐,珪カル,石灰窒素を

用いた。この資材は落下特性力撻 うので同一散布ができ

ず, 3回にわけて行なった。

溝掘作業は耕転―溝掘り播種と言う作業であった力朝

縁後の溝上げ作業は上壊が膨軟なため,溝部への落土,

菫肩部の崩れと云う現象が起り人力による手直しが必要

となる。このため濤掘リー耕私とした。ただし, この場

合耕縁時に第 1図の如く,襲肩都へ約 15。た市の残耕を

作る。このことによって肩部の強度が得られ手直し作業

が省ける。

播種作業について見ると,改善前は中理 トラクターの

利用であったため作業能率は高かった。しかし,負 lH面

積や播種精度 (襲の保全)を考慮すると,中型単一利用

より, 中・小型 トラクターの組合せが有利である。な

お,この項については後述したい。

散播炭刈取りの手粥動は,労働時間を多く要し水田裏

作利用を阻害する一要因ともなりうる。このため,バイ

ンダー利用を試みた。その結果は第 2表に示す とお り

で, 1時間当りの作業
Jriは 65α と水稲刈取りに比し約

70%の作業量であった。このような,散播麦刈取り作業

能率を低下させる要因となる点を摘出して見ると,

1 襲中ごとに濤があるので,回行や後退に要する時
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間が以外と多い。

2 散播なため低速運動でないと分草が悪い。
3 襲巾全面に立毛しているので条播に比し刈巾率が
低い9

4 菫巾部位通過時に機体の安定が失なわれがちにな
るため低速通過を要する作業精度は,ほぼ満足すべき状

態で,刈高さ■12θπ 落穂″当り32′ ,不結束率 27
%である9
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第 2表 バインダー作業能率
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注.水稲作業は昭41年度試験結果を示す。

第 1図 溝 掘 作 業 法

以上改善後の作業体系を総体的に見ると,機械利用時

間は,約 131%の伸び率を示し,労働時間では逆に今ま

での約%の労力で消イしできることになった。

このような体系下での負担可能面積については第 3表

のとおりである。水田利用による麦作は,普通畑栽培に

比し許容期間が短いため負担可能面積も低い。現行での

刈取 り作業は負担面積が最も少なく他作業を規制する形
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第 2図 機 種 別 の組 合 わ せ と負 担 面 積

第 3表  会津平坦地における水田裏作麦の負担面積
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となっているので,負担面積拡大を狙うには高性能な刈

取機が望まれるが, とりあえず現段階では機種の効率的

な組合せにより負担面積の拡大を図る必要があろう。第

2図は機種別の負担面積を示したもので,これから許容

期間が最も短い刈取作業 (バインダー)は,中型 トラク

ター 1台 御 継―ロータリー溝掘―溝掘機,_‐e改良資

材散布―ライムソアー (約 11たα),小型 トラクター 1
台 (施肥播種―施肥播種機約 (126″α)に対し,パイン

ダー3台 (歩行型)がセットになることにより効率的な

作業ができることが分かる (注)負担面積の作業不能日

数とは,過去 3年間における気象統計の平均で 5爾以上

降雨のあった日)。

4む  す  び

以上の結果を要約すると次のようになる。

1 水回案作麦の作業体系は,次の方式が望ましい。
2 濤掘 り:耕継前作業とすることにより溝部への落
土,肩崩れが防止される。

3 耕縁 :水日裏作圃場は土壌水分が多く,しかも短
期間作業が要求されるのでロータリー耕が望ましい。こ

響 ―医≡ヨ

注 円囲の作業は改善されたもの

の場合,鋤込みわらが切断されていると後作業に支障な
ヽヽ。

4 ■ll巴播種 :小型 トラクターによる施肥播種は菫の
保全に良く,また組合せ利用は負担面積の拡大に結びつ

く。

5 刈取り:散播麦にパインダーを禾り甲した結果, 1
時間当り65α で水稲刈取りに比し,やや低くなる。

6 脱穀 :自 脱カッター利用は切断作業の同時化とな
り効率的である。

7 乾燥 :予備乾燥の自然利用,仕上げ乾燥の人工が
経済的,効率的である。

8 負担面積を効率的に消化するには,中型,小型 ト
ラクター各 1台,パインダー 3台の組合せが良い。

傾斜畑における牧草生産方式に関する研究

第 4報

山

フォーレージハーベスタの利用と旋回方法

内 敏 雄・ 苫米地 勇 作・ 月 舘 鉄 夫

川 村 五 郎 。阿 部 真 三

(東 北 農 詢

1ま え が き

傾斜畑に関連した研究はこれまでに,第 1報,耕起整

地法 (41年),第 2報 ,整地,播種作業 (42年 ),第 3
報,収穫作業 (42年 )について報告した。収穫作業は主

としてモーア刈りについて行ない,フ ォーレージン`~ベ

スタ刈りについては予備試験程度に終っている。

今回はフォーレージ′ヽ―ベスタの生草収穫の際の刈取

可能な傾斜度を求めるとともに, トレーラをけん引して

刈取る場合の枕地幅と旋回法について検討した。

1 場所 :東北農試 (盛岡市下駈川)
2 年次 :昭和43年 6月
3 圃場 :供試圃場は第 1図のとおりである。

4 面積と傾斜度
面積 :60α (区画,50× 120。π)北面傾斜で最大傾斜

度 18° ,最 _ヒ部に35π幅の道路を施設した。最下部に

10π幅の平坦な牧草畑を設けた。

5 供試農機具
トラクタ :イ ンターB414(40P S)

メJ取 り:フ ォーレージハーベスタ

(フ ァーガソン740,イ ンライン型)
2試 験 方 法


